
「RF 回路の設計・評価技術」講座参加報告書 

群馬大学大学院理工学専攻 

小林研究室 M1 趙 宇杰 

2018 年 8 月 31 日 

１．開催期間：2018年 8月 27日～28日 10：00～16：45 

 

２．開催場所：高度ポリンテクセンター  

〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉 3-1-2 

 

３．講師：神奈川工科大学 電気電子情報工学科 教授 小室貴紀 先生 

   神奈川工科大学 電気電子情報工学科 非常勤講師 萩野達雄 先生 

 

４．講座概要：第１日 

        通信システムの概要と測定器の紹介、 

RF コンポーネント NA・RA の単体評価、 

RF コンポーネントの単体測定実習 

     第２日 

      RF 回路の測定・評価実習、 

通信システムの測定・評価実習 

まとめ 

 

５．実習内容 

8月 27日（月） 

通信システムの概要と測定器の紹介、RF コンポーネント（NA・RA）の単体評価、RF

コンポーネントの単体測定実習を行った。 

データ通信の規則：プロトコル協議と通信システムの構成要素について学ぶ。ネットワ

ーク・アナライザ（NA）とスペクトラム・アナライザ（SA）、その他の測定機器についての

測定方法を学ぶ。測定の前に、キャリブレーションによる校正方法を学ぶ、トルクレンチの

使い方を教えてもらった。最後は RF コネクタについて勉強した。 

8 月 28 日（火） 

デジタル変復調技術の基礎知識を学ぶ、測定器のベクトル図について解説を受ける。 

  まず、Dream CatcherTX 内部結構を了解し後で、回路を配線によって接続して、回路

の特性を測った。それから、Dream CatcherTX と Dream CatcherRX を構成し、２つの回路

を送信と受信に分担して配線を通すことで信号をやり取りし特性を示す。次に、アンテナを

通すことで信号をやり取りし特性がどう変化するのかを確認した。 
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TX-RX の原理 

 

 

 



Dream TX と Dream RX を構成し、アナログ部の評価 

TX-RX アナログ部の評価結果 

6. 感想 

  RF 領域の知識を学び RF 回路の測定と評価を行った。信号発生器、ネットワーク・ア

ナライザやスペクトラム・アナライザなど測定器の使い方を学んだ。この講義では高価な機

器をたくさん触る、とても重要な経験になった。講義ではゆっくりとひとつずつの説明であ

り、分からないところは先生に指導していただき、留学生としてとても聞きやすかった。 

資料をたくさん配布していただき、丁寧に説明してくださるので授業がより理解でき、この

講義を受講して大きな収穫を得たと思う。 

  最後に、貴重な機会をいただき、小室先生、萩野先生、 高度ポリテクセンターの皆様、

小林先生に感謝いたします。 


